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受 付 番 号 第１１号 

受付年月日 令和７年５月２９日 

件 名 市役所の開庁時間の短縮を元の時間に戻すことを求める請願 

請 願 者 三田市〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 段林 正樹 
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＜請願の趣旨＞ 

 三田市は市民サービスの窓口時間を６月２日から午後４時３０分にと、一方的に短

縮すると告知しています。 

 窓口時間は市民サービスの基本中の基本です。この短縮は市民サービスの重大な改

悪であるにもかかわらず、主権者である市民への説明責任が不十分であり、合意形成

を図る努力が全くおこなわれていません。市職員の働き方改革を口実にしています

が、市民全体の奉仕者である公務員の働き方改革は、市民サービスを維持しながら行

わなければなりません。 

 窓口サービスに従事する職員をしっかり確保して、管理部門の人員体制を見直すと

ともに、デジタル技術もアップデートし、土日夜間、市民センターでの各種手続きを

改善、市民サービスに直結する医療、福祉、介護などの相談体制を強化するなど、窓

口サービスの改善強化こそ求められているのです。 

 私たち市民はびっくりするとともに、下記のことに疑問と意見を持っています。 

 

１．市役所の業務は社会福祉・衛生・健康・教育・地域産業・農業等、市民生活を支

える重要な役割があります。そのためには職員が健康で市民のために働ける環境

整備が必要ですが、「職員の働き方改革」と市民のための役割とを対比させるも

のではないはずです。 

ましてや、「働き方改革」を目的とする今回の対応は、市民を主体とした行政の

在り方とは決して整合性が認められるものではありません。 

２．「職員の働き方改革」を目的とするのであれば、これまで正規職員を減らし、会

計年度職員を増やし続けてきたことを改め、恒常的にある業務において正規職員

による業務で市民サービスが円滑に行われ、専門性がより発揮できる体制を確立

すべきではないでしょうか。 

３．職員の協力のもと、市役所の昼休み時間も開庁を実現したことで、多くの市民に

喜ばれています。このように、職員の努力と協力により、市民サービスの充実で

市役所への信頼を深め、「頼れる市役所」としての役割を発揮しています。１時

間も開庁時間を短縮することは、市民からの信頼を後退させ、大きな市民サービ

スの後退となります。 

＜請願事項＞ 

・市役所開庁時間は、９時から１７時３０分までとする従来の時間に戻すこと 
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